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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１撮像エリアと第２の撮像エリアとが第１の方向に並列に配置されたものであって、
前記第１の方向が内視鏡挿入管の軸方向に平行となるように内視鏡挿入管内に設置された
ＣＣＤと、
　前記内視鏡先端挿入管の長手方向端面に設置された第１の対物光学系と、
　前記第１の対物光学系による像が前記第１撮像エリア上で結像するように、前記第１の
対物光学系に入射した光束を屈曲させる反射手段と、
　前記内視鏡先端挿入管の側面に設置された第２の対物光学系であって、そこに入射した
光束が前記第２の撮像エリア上で結像するように配置されているものと、
　前記第１撮像エリアと前記第１の対物光学系の間に配置され、前記第１の対物光学系に
入射した光束を通過又は遮断可能な第１のシャッタと、
　前記第２撮像エリアと前記第２の対物光学系の間に配置され、前記第２の対物光学系に
入射した光束を通過又は遮断可能な第２のシャッタと、
　前記第１のシャッタおよび前記第２のシャッタによる光束の通過及び遮断動作を制御す
ると共に、前記第１撮像エリア及び第２撮像エリアに光束が入射する時間を制御する、制
御手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記第１撮像エリアに結像した像の輝度レベルが所定の第１リファレ
ンスレベルに近づくように前記第１のシャッタによる前記第１撮像エリアへの光束の入射
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時間を制御すると共に、前記第２撮像エリアに結像した像の輝度レベルが所定の第２リフ
ァレンスレベルに近づくように前記第２のシャッタによる前記第２撮像エリアへの光束の
入射時間を制御する
こと特徴とする側視鏡。
【請求項２】
　前記ＣＣＤの水平転送ＣＣＤは、前記ＣＣＤの前記第１の方向に平行な一辺上に配置さ
れていることを特徴とする、請求項１に記載の側視鏡。
【請求項３】
　前記第１撮像エリアに蓄積された電荷は第１の垂直転送パルスによって、また、前記第
２の撮像エリアに蓄積された電荷は第２の垂直転送パルスによって、それぞれ別箇に移動
することを特徴とする、請求項１または請求項２に記載の側視鏡。
【請求項４】
　第１撮像エリアと第２の撮像エリアとが第１の方向に並列に配置されたものであって、
前記第１の方向が内視鏡先端挿入管の軸方向に平行となるように内視鏡先端挿入管内に設
置されたＣＣＤと、
　前記内視鏡先端挿入管の長手方向端面に設置された第１の対物光学系と、
前記第１の対物光学系による像が前記第１撮像エリア上で結像するように、前記第１の対
物光学系に入射した光束を屈曲させる反射手段と、
　前記内視鏡先端挿入管の側面に設置された第２の対物光学系であって、そこに入射した
光束が前記第２の撮像エリア上で結像するように配置されているものと、
　前記第１撮像エリアと前記第１の対物光学系の間に配置され、前記第１の対物光学系に
入射した光束を通過又は遮断可能な第１のシャッタと、
　前記第２撮像エリアと前記第２の対物光学系の間に配置され、前記第２の対物光学系に
入射した光束を通過又は遮断可能な第２のシャッタと、
　前記第１のシャッタおよび前記第２のシャッタによる光束の通過及び遮断動作を制御す
る制御手段と、
　前記第１の対物光学系の周囲を照明するための第１の照明光が伝送される第１のライト
ガイドと、
　前記第２の対物光学系の周囲を照明するための第２の照明光が伝送される第２のライト
ガイドと、
　側視鏡の外部から供給される照明光を分光して前記第１のライトガイドと前記第２のラ
イトガイドに入射させる光学分配器と、
　前記第１の照明光と前記第２の照明光の光量を調整する、光量調整手段と、
を有し、
　前記光量調整手段は、前記第１撮像エリアに結像した像の輝度レベルが所定の第１リフ
ァレンスレベルに近づくように前記第１の照明光の光量を調整すると共に、前記第２撮像
エリアに結像した像の輝度レベルが所定の第２リファレンスレベルに近づくように前記第
２の照明光の光量を調整する
こと特徴とする側視鏡。
【請求項５】
　前記光学分配器と、前記光量調整手段とが、前記側視鏡のコネクタ部に内蔵されている
ことを特徴とする、請求項４に記載の側視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、挿入管の半径方向に位置する生体を観察する側視鏡であって、内蔵されたCCD
によって生体観察画像を撮像可能なものに関する。
【０００２】
【特許文献１】
特開平１１－１３７５１２号
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【従来の技術】
電子内視鏡の種類には大きく分けて直視鏡と、側視鏡の2種類があることが知られている
。直視鏡は内視鏡の挿入管の長手方向端面に対物光学系が配置されており、挿入管の軸方
向に位置する生体を観察する(直視する)ものである。一方、側視鏡は、挿入管の側面に対
物光学系が配置されており、挿入管の半径方向に位置する生体を観察する(側視する)もの
である。
【０００３】
また、側視鏡の対物光学系の脇には処置具起上台(エレベータ)が設置されている。エレベ
ータは内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通され、挿入管の側面より導出される処置具の
導出方向を調整するために使用される。側視鏡は、例えば十二指腸のファータ乳頭にステ
ンツを挿入する等の処置に使用される。
【０００４】
このように、側視鏡においては、挿入管の半径方向(側視方向)に位置する生体しか観察で
きない。換言すれば、特許文献１に記載されているもののような従来の側視鏡を使用する
場合は、挿入管先端の軸方向すなわち内視鏡の挿入管の挿入方向(直視方向)にある生体を
観察することができなかった。従って、側視鏡の術者は、挿入管の挿入方向の状態を確認
できないまま、側視鏡の挿入管先端を患部まで挿入しなければならなかった。このため、
側視鏡の挿入管先端を患部まで挿入するためには、熟練した技術が必要とされた。
【０００５】
従って、側視鏡においても、特許文献１に示されるような直視方向の生体を観察するため
の対物光学系が備えられていることが望まれる。しかし、特許文献１に示される内視鏡装
置では、直視用対物レンズからの光と側視用対物レンズからの光を切り換えて固体撮像素
子に入射させるために、直視画像と側視画像とを同時に観察することはできず、また、光
切り換え用ミラーの存在により側視側の光路が長くなって挿入管先端が太くなってしまう
。さらに、直視方向と側視方向とでは、視野が異なるため、直視方向と側視方向とで撮像
画像の明るさを変える構成が望まれる。例えば、側視鏡が直視方向を照明する照明光を伝
送する第1のライトガイドと側視方向を照明する照明光を伝送する第2のライトガイドを備
え、照明光を生成する光源装置が第1のライトガイドと第2のライトガイドとに異なる明る
さの照明光を入射させる構成である。
【０００６】
しかしながら、上記構成の側視鏡を利用するためには、第1のライトガイドと、第2のライ
トガイドとに、異なる明るさの照明光を入射させることが可能な光源装置を必要とする。
すなわち、上記構成の側視鏡は専用の光源装置を必要とする。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上記の問題を解決するため、本発明は、単一のライトガイドに照明光を入射させるのみで
ある従来型の光源装置に接続可能であり、直視画像と側視画像とを同時に観察可能かつ直
視方向と側視方向とで撮像画像の明るさを変えることが可能な側視鏡を提供することを目
的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の側視鏡は、第1撮像エリアと第2の撮像エリアとが第
1の方向に並列に配置されたものであって、第1の方向が内視鏡挿入管の軸方向に平行とな
るように内視鏡挿入管内に設置されたCCDと、内視鏡先端挿入管の長手方向端面に設置さ
れた第1の対物光学系と、第1の対物光学系による像が前記第1撮像エリア上で結像するよ
うに第1の対物光学系に入射した光束を屈曲させる反射手段と、内視鏡先端挿入管の側面
に設置された第2の対物光学系であってそこに入射した光束が第2の撮像エリア上で結像す
るように配置されているものと、第1撮像エリアと第1の対物光学系の間に配置され第1の
対物光学系に入射した光束を通過/遮断可能な第1のシャッタと、第2撮像エリアと第2の対
物光学系の間に配置され第2の対物光学系に入射した光束を通過/遮断可能な第2のシャッ
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タと、第1のシャッタおよび第2のシャッタによる光束の通過/遮断動作を制御し第1撮像エ
リア及び第2撮像エリアに光束が入射する時間を制御する制御手段と、を有する。
【０００９】
本発明によれば、第１の光学系によって直視画像が第1撮像エリア上に結像し、第2の光学
系によって側視画像が第2撮像エリア上に結像する。従って、１つのCCDで直視画像と側視
画像の両方を撮像可能となる。また、本発明によれば、第1および第2のシャッタが光束を
通過させる時間を制御可能となるので、第1撮像エリア上に結像した像の画像と、第2撮像
エリア上に結像した像の画像との明るさを別箇に設定可能となる。
【００１０】
また、本発明の側視鏡は、第1撮像エリアと第2の撮像エリアとが第1の方向に並列に配置
されたものであって第1の方向が内視鏡先端挿入管の軸方向に平行となるように内視鏡先
端挿入管内に設置されたCCDと、内視鏡先端挿入管の長手方向端面に設置された第1の対物
光学系と、第1の対物光学系による像が前記第1撮像エリア上で結像するように第1の対物
光学系に入射した光束を屈曲させる反射手段と、内視鏡先端挿入管の側面に設置された第
2の対物光学系であってそこに入射した光束が前記第2の撮像エリア上で結像するように配
置されているものと、第1の対物光学系の周囲を照明するための第1の照明光が伝送される
第1のライトガイドと、第2の対物光学系の周囲を照明するための第2の照明光が伝送され
る第2のライトガイドと、側視鏡の外部から供給される照明光を分光して第1のライトガイ
ドと第2のライトガイドに入射させる光学分配器と、第1の照明光と前記第2の照明光の光
量を調整する光量調整手段と、を有する。
【００１１】
上記構成においては、直視方向と側視方向とで照明光の明るさを別箇に制御可能となる。
従って、本構成においても、第1撮像エリア上に結像した像の画像と、第2撮像エリア上に
結像した像の画像との明るさを別箇に設定可能となる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態を、図面を用いて詳細に説明する。図1は、本発明の第1の実
施形態の側視鏡システムを模式的に示したものである。本実施形態の側視鏡システム500
は、側視型電子内視鏡(以下、側視鏡)100と、電子内視鏡用プロセッサ200と、モニタ300
とを有する。側視鏡100は、直視用対物光学系110と、側視用対物光学系120と、ライトガ
イド130と、直角プリズム140と、CCDユニット150と、コネクタ部170と、切換スイッチ180
と、を有する。また、コネクタ部170には、ROM176が内蔵されている。電子内視鏡用プロ
セッサ200は、光源ユニット220と、タイミング回路230と、初段信号処理回路250と、メモ
リ260と、スキャンコンバータ270と、後段信号処理回路280と、システムコントローラ290
とを有する。
【００１３】
光源ユニット220は、側視鏡100の観察対象である生体401及び／または402を照射する為の
照明光を生成する。光源ユニット220は、ランプ221と、集光レンズ222と、回転フィルタ2
23と、絞り224とを有する。ランプ221は、キセノンランプ等の白色光源である。集光レン
ズ222は、ライトガイド130の入射端であるライトガイド基端131にランプ221からの光を集
光する。回転フィルタ223は、ライトガイド基端131と集光レンズ222との間に配置されて
いる。回転フィルタ223は所謂面順次方式によって、ライトガイド基端131に入射する光の
波長帯を周期的に切り換える。すなわち、光源ユニット220は、赤色光(R)と、緑色光(G)
と、青色光(B)と、を所定時間おきに切り換えてライトガイド基端131に入射させる。なお
、光源ユニット220が光の波長帯を切り換える周期は、タイミング回路230によって制御さ
れる。
【００１４】
照明光は、絞り224を介してライトガイド130のライトガイド基端131に入射する。絞りは
、ライトガイド基端133に入射する照明光の光量を制御する。絞り224の開口度は、システ
ムコントローラ290によって設定される
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【００１５】
ライトガイド基端131に入射した照明光は、ライトガイド130及び側視鏡100の先端側にお
けるその側視側分岐130a、直視側分岐130bを通って、ライトガイド130の側視側遠位端132
および直視側遠位端133から放射される。ライトガイド130の直視側遠位端133は、側視鏡1
00の挿入管160の挿入管先端161の長手方向端面に配置されている。従って、挿入管先端16
1の長手方向端面近傍の生体401は照明光によって照射される。また、ライトガイド130の
側視側遠位端132は、側視鏡100の挿入管160の挿入管先端161の側面に配置されている。従
って、挿入管先端161の側面近傍の生体402は照明光によって照射される。
【００１６】
CCDユニット150は、CCD受光面151を有する。CCD受光面151は略長方形状の部材である。CC
Dユニット150は、CCD受光面151の長手方向が挿入管160の軸方向に略平行になるように、
挿入管先端161内に固定されている。また、CCD受光面151の挿入管先端側には第1撮像エリ
ア151aが、また、CCD受光面151の挿入管基端側には第2の撮像エリア151bが、それぞれ定
義されている。
【００１７】
生体401の映像は、直視用対物光学系110、直角プリズム140、CCDユニット150によって撮
像される。直視用対物光学系110に入射した光束は、直角プリズム140に向かって進み、そ
こで90度屈曲して第1撮像エリア151a上で結像する。
【００１８】
また、生体402の映像は、側視用対物光学系120、CCDユニット150によって撮像される。側
視用対物光学系120に入射した光束は、第2の撮像エリア151b上で結像する。
【００１９】
側視鏡100のコネクタ部170内に配置されたドライバ回路171(後述)がCCDユニット150に制
御パルスを送信することによって、上記撮像が行なわれるタイミングは制御される。また
、タイミング回路230は、ドライバ回路171による制御パルス送信のタイミングを制御する
。すなわち、CCDユニット150による撮像のタイミングはタイミング回路230によって制御
される。なお、CCDユニット150による撮像方法については後述する。
【００２０】
撮像された映像の画像信号は、CCDユニット150から初段信号処理回路250に送られる。な
お、本実施形態においては、1フィールドの画像の撮像が単一種類の照明光が照射されて
いる間に行なわれる。すなわち、CCDユニット150からは、赤色光によって照射された生体
を撮像した時の画像信号と、緑色光によって照射された生体を撮像した時の画像信号と、
青色光によって照射された生体を撮像した時の画像信号とが順番に出力される。
【００２１】
初段信号処理回路250は、CCDユニット150からの画像信号をデジタル画像データに変換す
る。初段信号処理回路250によって変換されたデジタル画像データは、メモリ260に送られ
る。
【００２２】
メモリ260は、第1の領域261と、第2の領域262とを有する。また、第1の領域261は第1Rプ
レーン261R、第1Gプレーン261G、第1Bプレーン261Bを有する。同様に、第2の領域262は第
2Rプレーン262R、第2Gプレーン262G、第2Bプレーン262Bを有する。
【００２３】
電子内視鏡が内視鏡用プロセッサ200に接続されると、内視鏡用プロセッサ200のシステム
コントローラ290は、ROM176の内容を読み取る。ROM176には、電子内視鏡の仕様が記憶さ
れている。システムコントローラ290は、ROM176の内容から接続されている電子内視鏡が
本実施形態の側視鏡100であるかどうかの判定を行なう。
【００２４】
内視鏡用プロセッサ200に接続されている電子内視鏡が本実施形態の側視鏡100であるなら
ば、初段信号処理回路250は、CCDユニット150からの画像信号が撮像された時に照射され
ていた照明光の種類、および画像信号がどちらの撮像エリアで撮像されたのかを判別する
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。赤色光によって照射された時に第1撮像エリア151a上で結像した像による画像信号は、
デジタル化されて第1Rプレーン261Rに記憶される。緑色光によって照射された時に第1撮
像エリア151a上で結像した像による画像信号は、デジタル化されて第1Gプレーン261Gに記
憶される。青色光によって照射された時に第1撮像エリア151a上で結像した像による画像
信号は、デジタル化されて第1Bプレーン261Bに記憶される。赤色光によって照射された時
に第2の撮像エリア151b上で結像した像による画像信号は、デジタル化されて第2Rプレー
ン262Rに記憶される。緑色光によって照射された時に第2の撮像エリア151b上で結像した
像による画像信号は、デジタル化されて第2Gプレーン262Gに記憶される。青色光によって
照射された時に第2の撮像エリア151b上で結像した像による画像信号は、デジタル化され
て第2Bプレーン262Bに記憶される。なお、メモリ260への各画像データの記憶及び読み出
し（後述）のそれぞれのタイミングは、タイミング回路230によって制御される。
【００２５】
スキャンコンバータ270は、メモリ260に記憶された画像データを読み出して1枚のカラー
画像データを生成する。スキャンコンバータ270がどのような画像データを生成するかは
、切換スイッチ180の設定内容によって決まる。スイッチ180の設定内容はタイミング回路
230に送信され、タイミング回路230は、スイッチ180の設定内容から、どのような画像を
表示するのかを決定し、直視画像のみ、側視画像のみ、或いは直視画像と側視画像の双方
が含まれる画像データを生成するよう、スキャンコンバータ270を制御する。
【００２６】
すなわち、切換スイッチ180が「直視画像のみ表示」に設定されている場合は、スキャン
コンバータ270は、第1の領域261に記憶されたデジタル画像データのみを用いてカラー画
像データを生成する。この結果、第1撮像エリア上で結像した像、すなわち直視画像のみ
を含んだカラー画像データが生成される。また、切換スイッチ180が「側視画像のみ表示
」に設定されている場合は、スキャンコンバータ270は、第2の領域262に記憶されたデジ
タル画像データのみを用いてカラー画像データを生成する。この結果、第2の撮像エリア
上で結像した像、すなわち側視画像のみを含んだカラー画像データが生成される。また、
切換スイッチ180が「直視画像と側視画像を表示」に設定されている場合は、スキャンコ
ンバータ270は、第1の領域261と第2の領域に記憶されたデジタル画像データの両方を用い
てカラー画像データを生成する。この結果、直視画像と側視画像が並んで表示されるカラ
ー画像データが生成される。
【００２７】
スキャンコンバータ２７０によって生成されたカラー画像データは、後段信号処理回路28
0に送られる。後段信号処理回路280は、カラー画像データをNTSC信号等のビデオ信号に変
換し、出力する。モニタ300は、このビデオ信号をカラー画像として表示する。
【００２８】
また、絞り224は、絞りの開度を全開に設定する。本実施形態においては、側視鏡100が内
視鏡用プロセッサ200に接続された時の撮像画像の明るさの調整は、側視鏡100によって行
なわれる。側視鏡100による撮像画像の明るさの調整方法については、後述する。
【００２９】
以上のプロセスによって、側視鏡100のCCDユニット150によって撮像された映像がモニタ3
00上に表示されるようになる。なお、システムコントローラ290は、光源ユニット220、タ
イミング回路230、初段信号処理回路250、スキャンコンバータ270及び後段信号処理回路2
80に対して、所定の制御信号を出力してタイミング以外の制御を行う。
【００３０】
一方、システムコントローラ290が、内視鏡用プロセッサ200に接続されている電子内視鏡
が本実施形態の側視鏡100でないと判定した場合は、初段信号処理回路250は、CCDユニッ
ト150からの画像信号が撮像された時に照射されていた照明光の種類を判別する。赤色光
によって照射された時の画像信号は、デジタル化されて第1Rプレーン261Rに記憶される。
緑色光によって照射された時の画像信号は、デジタル化されて第1Gプレーン261Gに記憶さ
れる。青色光によって照射された時の画像信号は、デジタル化されて第1Bプレーン261Bに
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記憶される。
【００３１】
スキャンコンバータ270は、メモリ260に記憶された画像データを読み出して1枚のカラー
画像データを生成する。
【００３２】
スキャンコンバータ２７０によって生成されたカラー画像データは、後段信号処理回路28
0に送られる。後段信号処理回路280は、カラー画像データをNTSC信号等のビデオ信号に変
換し、出力する。モニタ300は、このビデオ信号をカラー画像として表示する。
【００３３】
なお、本実施形態の側視鏡100とは異なる電子内視鏡が内視鏡用プロセッサ200に接続され
ている場合は、絞り224は、初段信号処理回路250からの輝度出力結果を用いて、カラー画
像の明るさが適切なものとなるように、絞りの開度を設定する。
【００３４】
以上のプロセスによって、本実施形態の側視鏡100とは異なる電子内視鏡が内視鏡用プロ
セッサ200に接続されている場合であっても、その電子内視鏡のCCDユニットによって撮像
された映像がモニタ300上に表示されるようになる。
【００３５】
本実施形態のCCDユニット150の構造を図2に示す。本実施形態のCCDユニット150はフルフ
レーム型CCDを用いている。本実施形態のCCDユニット150は、受光面151と、水平CCD(HCCD
)154と、第1シャッタ手段158aと、第2シャッタ手段158bと、電荷検出アンプ(FDA)156と、
第1垂直転送パルス入力端子IV1と、第2垂直転送パルス入力端子IV2と、水平転送パルス入
力端子IHと、を有する。
【００３６】
受光面151の第1撮像エリア151aには第1受光セル152aが垂直方向(図2X方向)M行、水平方向
(図2Y方向)N列の格子状に配列されている。第2撮像エリア151bには第2受光セル152bが垂
直方向M行、水平方向N列の格子状に配列されている。HCCD154は、第1撮像エリア151aの水
平方向に延びる一辺153a(図2中下端)および第2撮像エリア151bの水平方向に延びる一辺15
3b(図2中下端)に隣接して形成されている。HCCD154のうち、第1撮像エリア151aの水平方
向に延びる一辺153aに隣接する部分を第1HCCD154aと定義する。また、HCCD154のうち、第
2撮像エリア151bの水平方向に延びる一辺153bに隣接する部分を第2HCCD154bと定義する。
【００３７】
HCCD154には、2×N個の水平転送セルが水平方向に1列に並んでいる。第1HCCD154aおよび
第2HCCD154bにはそれぞれN個の水平転送セルが含まれる。第1HCCD154aに含まれる水平転
送セルを第1水平転送セル155a、第2HCCD154bに含まれる水平転送セルを第2水平転送セル1
55bと定義する。第1水平転送セル155aのそれぞれは、第1撮像エリア151aの一辺153a上に
並ぶ第1受光セル152aのそれぞれと1対1の関係で隣接している。第2水平転送セル155bのそ
れぞれは、第2撮像エリア151bの一辺153b上に並ぶ第2受光セル152bのそれぞれと1対1の関
係で隣接している。また、第2HCCD154bの一端157(図2中右端)に隣接する第2水平転送セル
155bは、電荷検出アンプ156と接続されている。
【００３８】
第1垂直転送パルス入力端子IV1、第2垂直転送パルス入力端子IV2、水平転送パルス入力端
子IHには、コネクタ部170内に配置されたドライバ回路171(後述)からの転送パルスが送信
される。第1垂直転送パルス入力端子IV1は第1受光セル152aのそれぞれと、第2垂直転送パ
ルス入力端子IV2は第2受光セル152bのそれぞれと接続されている。また、水平転送パルス
入力端子IHは、第1水平転送セル155aおよび第2水平転送セル155bのそれぞれと接続されて
いる。
【００３９】
図2に示したCCDユニット150において、第1垂直転送パルス入力端子IV1に垂直転送パルス
が送られると、第1受光セル152aのそれぞれに蓄積された電荷は、その第1受光セル152aか
らHCCD154に向かう垂直方向（Ｘ方向）に隣接する第1受光セル152aまたは第1水平転送セ



(8) JP 4394373 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

ル155aに移動する。すなわち、第1受光セル152aの一辺153a上に並ぶ第1受光セル152aに蓄
積された電荷は、Ｘ方向に隣接する第1水平転送セル155aに移動する。それ以外の第1受光
セル152aに蓄積された電荷は、Ｘ方向に隣接する第1受光セル152aに移動する。
【００４０】
また、第2垂直転送パルス入力端子IV2に垂直転送パルスが送られると、第2受光セル152b
のそれぞれに蓄積された電荷は、その第２受光セル152bからHCCD154に向かう垂直方向（
Ｘ方向）に隣接する第2受光セル152bまたは第2水平転送セル155bに移動する。即ち、第2
受光セル152bの一辺153b上に並ぶ第2受光セル152bに蓄積された電荷は、Ｘ方向に隣接す
る第2水平転送セル155bに移動する。それ以外の第2受光セル152bに蓄積された電荷は、Ｘ
方向に隣接する第2受光セル152bに移動する。
【００４１】
また、水平転送パルス入力端子IHに水平転送パルスが送られると、HCCD154の水平転送セ
ル155aおよび155bのそれぞれに蓄積された電荷は、その水平転送セルと電荷検出アンプ15
6向き（Ｙ方向）に隣接する水平転送セルまたは電荷検出アンプ156に移動する。即ち、HC
CD154の一端（図２で右端）の水平転送セル155bに蓄積された電荷は、電荷検出アンプ156
に移動する。それ以外の水平転送セルに蓄積された電荷は、水平転送セルに移動する。
【００４２】
電荷検出アンプ156に移動した電荷は、電圧変動に変換されて、画像信号として初段信号
処理回路250(図1)に送られる。
【００４３】
第１シャッタ手段158aは第１撮像エリア151aと直角プリズム140の間に配置されている。
第１シャッタ手段158aは、例えば液晶シャッタであり、直視用対物光学系110に入射して
第１撮像エリア151aに向かう光束を遮蔽可能である。すなわち、第１シャッタ手段158aが
「開」になっている時は、直視用対物光学系110に入射した光束は、直角プリズム140を介
して第１撮像エリア151a上で結像する。一方、第１シャッタ手段158aが「閉」になってい
る時は、第１撮像エリア151aは遮蔽され、直視用対物光学系110に入射した光束は第１撮
像エリア151aに入射しない。
【００４４】
第2シャッタ手段158bは第2撮像エリア151bと側視用対物光学系120の間に配置されている
。第2シャッタ手段158bは、上記同様例えば液晶シャッタであり、側視用対物光学系120に
入射して第2撮像エリア151bに向かう光束を遮蔽可能である。すなわち、第2シャッタ手段
158bが「開」になっている時は、側視用対物光学系120に入射した光束は第2撮像エリア15
1b上で結像する。一方、第2シャッタ手段158bが「閉」になっている時は、第2撮像エリア
151bは遮蔽され、側視用対物光学系120に入射した光束は第2撮像エリア151bに入射しない
。
【００４５】
図3は、側視鏡100のコネクタ部170のブロック図である。コネクタ部170は、ドライバ回路
171、信号振り分け回路172、第1信号レベル検出回路173a、第2信号レベル検出回路173b、
第1比較器174a、第2比較器174b、第1パルス幅コントロール175a、第2パルス幅コントロー
ル175b、ROM176、を有する。
【００４６】
ドライバ回路171は、タイミング回路230から送られるクロックを用いて、第1垂直転送パ
ルス入力端子IV1に送られる垂直転送パルス、第2垂直転送パルス入力端子IV2に送られる
垂直転送パルス、及び水平転送パルス入力端子IHに送られる水平転送パルスを生成する。
【００４７】
CCDユニット150からの画像信号は、初段信号処理回路250及び信号振り分け回路172に送ら
れる。
【００４８】
信号振り分け回路172は、タイミング回路230から送られるクロックを用いて画像信号を第
1撮像エリア151aによるものと第2撮像エリア151bによるものとに切り分ける。第1撮像エ
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リア151a上で結像した像に相当する画像信号は第1信号レベル検出回路173aに送られる。
第2撮像エリア151b上で結像した像に相当する画像信号は第2信号レベル検出回路173bに送
られる。
【００４９】
第1信号レベル検出回路173aは、入力された画像信号を1フィールド分加算し、1フィール
ド分の画像信号の輝度レベル(すなわち第1撮像エリア151a上で結像した像の明るさのレベ
ル)を検出する。1フィールド分の画像信号が送られる時間はタイミング回路230の生成す
るクロックから判断される。検出された輝度レベルは第1比較器174aに送られる。
【００５０】
第1比較器174aは、第1信号レベル検出回路173aから送られた輝度レベルと、システムコン
トローラ290(図1)から送られる直視画像用リファレンスレベルとを比較する。比較結果は
、第1パルス幅コントロール175aに送られる。なお、直視画像用リファレンスレベルは可
変である。
【００５１】
第１パルス幅コントロール175aは、第１比較器174aから送られた比較結果から、第1シャ
ッタ158aの開放時間（すなわち第1撮像エリア151aの露光時間）を決定するパルス幅を有
するパルス信号を生成する。この開放時間は、1フィールド分の画像信号の輝度直視画像
用レベルとリファレンスレベルとの差が少なくなるような時間にフィードバック制御され
る。この結果、1フィールド分の画像信号の輝度レベルが略一定となるように開放時間が
設定される。言い換えると、直視画像用リファレンスレベルを適宜変更することにより、
直視画像の明るさを調整することができる。第１パルス幅コントロール175aは、切換スイ
ッチ180が「直視画像のみ表示」および「直視画像と側視画像を表示」に設定されている
場合は、第1シャッタの開放時間だけ信号レベルがHighとなるようなパルスを生成し、第1
シャッタ158aに送る。第1シャッタ158aは、入力される信号レベルがHighである間は「開
」となり、Lowである間は「閉」となる。このパルスを第1シャッタ158aに送るタイミング
は、タイミング回路230の生成するクロックによって決定される。すなわち、1フィールド
分の撮像が開始されるタイミングでこのパルスは第1シャッタ158aに送られる。従って、
一方、切換スイッチ180が「側視画像のみ表示」に設定されている場合は、第１パルス幅
コントロール175aはパルス信号を生成しない。
【００５２】
以上のような機構によって所定のパルス幅のパルス信号が周期的に第1シャッタ158aに送
られ続けることにより、切換スイッチ180が「直視画像のみ表示」および「直視画像と側
視画像を表示」に設定されている場合は、第1撮像エリア151a上で撮像された画像信号の
輝度レベルは略一定に保たれる。また、切換スイッチ180が「側視画像のみ表示」に設定
されている場合は、第1撮像エリア151aは第1シャッタ158aによって光学的にマスクされる
。
【００５３】
第2信号レベル検出回路173bは、入力された画像信号を1フィールド分加算し、1フィール
ド分の画像信号の輝度レベル(すなわち第2撮像エリア151b上で結像した像の明るさのレベ
ル)を検出する。1フィールド分の画像信号が送られる時間はタイミング回路230の生成す
るクロックから判断される。検出された輝度レベルは第2比較器174bに送られる。
【００５４】
第2比較器174bは、第２信号レベル検出回路173bから送られた輝度レベルと、システムコ
ントローラ290(図1)から送られる側視画像用リファレンスレベルとを比較する。比較結果
は、第2パルス幅コントロール175bに送られる。なお、側視画像用リファレンスレベルは
可変である。
【００５５】
第2パルス幅コントロール175bは、第2比較器174bから送られた比較結果から、第2シャッ
タ158bの開放時間（すなわち第２撮像エリア151bの露光時間）を決定するパルス幅を有す
るパルス信号を生成する。この開放時間は、1フィールド分の画像信号の輝度レベルと側
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視画像用リファレンスレベルとの差が少なくなるような時間にフィードバック制御される
。この結果、1フィールド分の画像信号の輝度レベルが略一定となるように開放時間が設
定される。言い換えると、側視画像用リファレンスレベルを適宜変更することにより、側
視画像の明るさを調整することができる。第2パルス幅コントロール175bは、切換スイッ
チ180が「側視画像のみ表示」および「直視画像と側視画像を表示」に設定されている場
合は、第2シャッタの開放時間だけ信号レベルがHighとなるようなパルスを生成し、第2シ
ャッタ158bに送る。このパルスを第2シャッタ158bに送るタイミングは、タイミング回路2
30の生成するクロックによって決定される。すなわち、1フィールド分の撮像が開始され
るタイミングでこのパルスは第2シャッタ158bに送られる。一方、切換スイッチ180が「直
視画像のみ表示」に設定されている場合は、第2パルス幅コントロール175bはパルス信号
を生成しない。
【００５６】
以上のような機構によって所定のパルス幅のパルス信号が周期的に第2シャッタ158bに送
られ続けることにより、切換スイッチ180が「側視画像のみ表示」および「直視画像と側
視画像を表示」に設定されている場合は、第2撮像エリア151b上で撮像された画像信号の
輝度レベルは略一定に保たれる。また、切換スイッチ180が「直視画像のみ表示」に設定
されている場合は、第2撮像エリア151bは第2シャッタ158bによって光学的にマスクされる
。
【００５７】
図4は、切換スイッチ180(図1)が「直視画像のみ表示」に設定されている場合の、垂直転
送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示すタイムチャートである。
【００５８】
SVaは、第1垂直転送パルス入力端子IV1に送られる垂直転送パルスである。SVbは、第2垂
直転送パルス入力端子IV2に送られる垂直転送パルスである。SHは、水平転送パルス入力
端子IHに送られる水平転送パルスである。
【００５９】
図4に示されるように、切換スイッチ180(図1)が「直視画像のみ表示」に設定されている
場合は、第1垂直転送パルス入力端子IV1に1回パルスを送り、次いで水平転送パルス入力
端子IHにパルスを複数回(2×N回)送る。第1垂直転送パルス入力端子IV1に1回パルスを送
ることにより、第1受光セル152aのそれぞれに蓄積された電荷は1段第1HCCD154aに向かっ
て移動する。また、水平転送パルス入力端子IHにパルスを2×N回送ることにより、HCCD15
4に蓄積された電荷は、全て電荷検出アンプ156に順次送られる。このようなタイミングで
転送パルスを送ることにより、第1撮像エリア151a上で結像した像の画像信号のみが電荷
検出アンプ156から出力される。
【００６０】
図5は、切換スイッチ180(図1)が「側視画像のみ表示」に設定されている場合の、垂直転
送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示すタイムチャートである。
【００６１】
図5に示されるように、切換スイッチ180(図1)が「側視画像のみ表示」に設定されている
場合は、第2垂直転送パルス入力端子IV2に1回パルスを送り、次いで水平転送パルス入力
端子IHにパルスを複数回(N回)送る。第2垂直転送パルス入力端子IV2に1回パルスを送るこ
とにより、第2受光セル152bのそれぞれに蓄積された電荷は1段第2HCCD154bに向かって移
動する。また、水平転送パルス入力端子IHにパルスをN回送ることにより、HCCD154に蓄積
された電荷は、全て電荷検出アンプ156に順次送られる。このようなタイミングで転送パ
ルスを送ることにより、第2撮像エリア151b上で結像した像の画像信号のみが電荷検出ア
ンプ156から出力される。
【００６２】
図6は、切換スイッチ180(図1)が「直視画像と側視画像を表示」に設定されている場合の
、垂直転送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示すタイムチャートである。
【００６３】
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図6に示されるように、切換スイッチ180(図1)が「直視画像と側視画像を表示」に設定さ
れている場合は、第1垂直転送パルス入力端子IV1と第2垂直転送パルス入力端子IV2に1回
ずつパルスを送り、次いで水平転送パルス入力端子IHにパルスを複数回(2×N回)送る。第
1垂直転送パルス入力端子IV1に1回パルスを送ることにより、第1受光セル152aのそれぞれ
に蓄積された電荷は１第1HCCD154aに向かって移動する。第2垂直転送パルス入力端子IV2
に1回パルスを送ることにより、第2受光セル152bのそれぞれに蓄積された電荷は１段第2H
CCD154bに向かって移動する。また、水平転送パルス入力端子IHにパルスを2×N回送るこ
とにより、HCCD154に蓄積された電荷は、全て電荷検出アンプ156に順次送られる。このよ
うなタイミングで転送パルスを送ることにより、第1撮像エリア151a上で結像した像の画
像信号と、第2撮像エリア151b上で結像した像の画像信号の双方が、電荷検出アンプ156か
ら出力される。
【００６４】
図７および図８はそれぞれ、本実施形態のCCDユニット150のCCD受光面151における撮像状
態を模式的に示す斜視図及び平面図である。図９は、図７および８のCCDユニット150から
出力される画像信号に基づいて、メモリ260の各領域の各プレーンに記憶される画像デー
タを模式的に示す図である。
【００６５】
図７に示すように、生体401の観察対象を模した文字「Ｆ」からの光束は直視用対物光学
系110を介して左右・上下反転されて直角プリズム140に投影されてそこで90度屈曲して第
1撮像エリア151aへ向かい、生体402の観察対象を模した文字「Ｆ」からの光束は側視用対
物光学系1120を介して左右・上下反転されて第2の撮像エリア151bに向かい、図８に示す
ように、それぞれの光束は第1撮像エリア151a、第2の撮像エリア151bに結像する。CCDユ
ニット150はこれら結像した映像に対応した画像信号を初段信号処理回路250（図１）に送
信する。初段信号処理回路250は、送信された画像信号をデジタル画像データに変換して
メモリ260に送信する。
【００６６】
メモリ260に送信されたデジタル画像データは、図９に示すようにメモリ260の各領域の各
プレーンに記憶される。即ち、CCDユニット150の第1撮像エリア151aに結像した映像に対
応したデジタル画像データは図９（Ｂ）に示す形態で第1の領域261の所定のプレーンに記
憶され、第２撮像エリア151bに結像した映像に対応したデジタル画像データは図９（Ｃ）
に示す形態で第2の領域262の所定のプレーンに記憶される。各撮像エリアに結像した映像
が電荷転送方向に対して正像であれば、該デジタル画像データは図９（Ａ）に示す形態で
記憶され、読み出し時のアドレス制御は記憶時のアドレス制御と同一であるが、実際は、
第1撮像エリア151a及び第２撮像エリア151bに結像した映像は正像とはならないので、読
み出し時のアドレス制御は記憶時のアドレス制御と変えなければならない。即ち、図９（
Ｂ）の場合は、左下隅のアドレスを起点として矢印方向にアドレスを変えて読み出し、上
隅のアドレスによる読み出しが終了したら白抜き矢印方向に１ライン分移行して下隅から
再度矢印方向にアドレスを変えて読み出す動作を繰り返す。図９（Ｃ）の場合は、左上隅
のアドレスを起点として矢印方向にアドレスを変えて読み出し、下隅のアドレスによる読
み出しが終了したら白抜き矢印方向に１ライン分移行して上隅から再度矢印方向にアドレ
スを変えて読み出す動作を繰り返す。メモリ260に対してこの様な読み出し動作を行えば
、モニタ300上において、直視画像と側視画像共に正像が表示される。
【００６７】
以上のように、本実施形態によれば、直視画像と側視画像の両方を撮像可能であり、かつ
、直視画像と側視画像の明るさを別箇に調整することができる。
【００６８】
本実施形態は、第1のシャッタ158aおよび第2のシャッタ158bの開放時間を制御することに
より、直視画像と側視画像の明るさを別箇に調整する構成としているが、本発明は上記構
成に限定されるものではない。すなわち、直視側のライトガイドから放射される照明光の
光量と、側視側のライトガイドから放射される照明光の光量とを別箇に制御可能な構成と
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しても良い。以下に示す本発明の第2の実施形態は、このような構成の側視鏡システムで
ある。
【００６９】
図１０は、本発明の第2の実施形態の側視鏡システムを模式的に示したものである。本実
施形態の側視鏡システム1500は、側視型電子内視鏡(以下、側視鏡)1100と、電子内視鏡用
プロセッサ200と、モニタ300と、を有する。本実施形態の側視鏡1100は、直視用対物光学
系110と、側視用対物光学系120と、基端側ライトガイド1300と、直視側ライトガイド1301
と、側視側ライトガイド1302と、直角プリズム140と、CCDユニット150と、コネクタ部117
0と、切換スイッチ180と、を有する。また、コネクタ部1170には、ROM1176が内蔵されて
いる。
【００７０】
電子内視鏡用プロセッサ200およびモニタ300の構成は、本発明の第1の実施形態と同一で
あるため、説明は省略する。
【００７１】
本実施形態においては、光源ユニット220によって生成された照明光は、基端側ライトガ
イド1300のライトガイド基端1303に入射する。ライトガイド基端1303に入射した照明光は
、基端側ライトガイド1300を通って、コネクタ部1170内の光学分配器(後述)によって直視
側ライトガイド1301に向かう直視用照明光と、側視側ライトガイド1302に向かう側視用照
明光とに分配される。直視用照明光は、直視側ライトガイド1301のライトガイド遠位端(
直視側)1310から放射される。また、側視用照明光は、側視側ライトガイド1302のライト
ガイド遠位端(側視側)1320から放射される。ライトガイド遠位端(直視側)1310は、側視鏡
1100の挿入管160の挿入管先端161の長手方向端面に配置されている。従って、挿入管先端
161の長手方向端面近傍の生体401は照明光によって照射される。また、ライトガイド遠位
端(側視側)1320は、側視鏡1100の挿入管160の挿入管先端161の側面に配置されている。従
って、挿入管先端161の側面近傍の生体402は照明光によって照射される。
【００７２】
直視用対物光学系110と、側視用対物光学系120と、直角プリズム140と、CCDユニット150
と、コネクタ部1170と、切換スイッチ180の構成は、本発明の第1の実施形態と同一である
ので、説明は省略する。
【００７３】
図１１は、側視鏡1100のコネクタ部1170のブロック図である。コネクタ部1170は、ドライ
バ回路1171、信号振り分け回路1172、第1信号レベル検出回路1173a、第2信号レベル検出
回路1173b、第1比較器1174a、第2比較器1174b、光学分配器1175、第1調光器1177a、第2調
光器1177b、シャッタ制御回路1178、ROM1176、を有する。ROM1176は、第1の実施形態にお
けるROM176と同等の内容が記憶され、第1の実施形態と同様にシステムコントローラ290に
よって読み出される。
【００７４】
基端側ライトガイド1300のライトガイド先端1304は、光学分配器1175に接続されている。
光学分配器1175は、基端側ライトガイド1300を介して伝送された照明光を第1調光器1177a
と第2調光器1177bに分配する。
【００７５】
ドライバ回路1171は、タイミング回路230から送られるクロックを用いて、第1垂直転送パ
ルス入力端子IV1に送られる垂直転送パルス信号、第2垂直転送パルス入力端子IV2に送ら
れる垂直転送パルス信号、及び水平転送パルス入力端子IHに送られる水平転送パルス信号
を生成する。
【００７６】
CCDユニット150の電荷検出アンプ156からの画像信号は、初段信号処理回路250及び調光制
御回路1172に送られる。
【００７７】
信号振り分け回路1172は、タイミング回路230から送られるクロックを用いて画像信号を
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第1撮像エリア151aによるものと第2撮像エリア151bによるものとに切り分ける。第1撮像
エリア151a上で結像した像に相当する画像信号は第1信号レベル検出回路1173aに送られる
。第2撮像エリア151b上で結像した像に相当する画像信号は第2信号レベル検出回路1173b
に送られる。
【００７８】
第1信号レベル検出回路1173aは、入力された画像信号を1フィールド分加算し、1フィール
ド分の画像信号の輝度レベル(すなわち第1撮像エリア151a上で結像した像の明るさのレベ
ル)を検出する。1フィールド分の画像信号が送られる時間はタイミング回路230の生成す
るクロックから判断される。検出された輝度レベルは第1比較器1174aに送られる。
【００７９】
第1比較器1174aは、第1信号レベル検出回路1173aから送られた輝度レベルと、システムコ
ントローラ290(図1)から送られる直視画像用リファレンスレベルとを比較する。比較結果
は、第1調光器1177aに送られる。なお、直視画像用リファレンスレベルは可変である。
【００８０】
第1調光器1177aは一種の絞りであり、第1調光器1177aに送られた照明光の光量を低減させ
て直視側ライトガイド1301の入射端に入射させる。直視側ライトガイド1301の入射端に入
射させる照明光の光量はこの絞りの開度によって決まる。第1調光器1177aは、第１比較器
1174aから送られた比較結果から、この絞りの開度を決定する。この開度は、1フィールド
分の画像信号の輝度レベルと直視画像用リファレンスレベルとの差が少なくなるような開
度にフィードバック制御される。この結果、1フィールド分の画像信号の輝度レベルが略
一定となるように絞りの開度が設定される。
【００８１】
以上のような機構によって第1調光器1177aの絞りの開度が制御されることにより、第1撮
像エリア151a上で撮像された画像信号の輝度レベルは略一定に保たれる。言い換えると、
直視画像用リファレンスレベルを適宜変更することにより、直視画像の明るさを調整する
ことができる。
【００８２】
第2信号レベル検出回路1173bは、入力された画像信号を1フィールド分加算し、1フィール
ド分の画像信号の輝度レベル(すなわち第2撮像エリア151b上で結像した像の明るさのレベ
ル)を検出する。1フィールド分の画像信号が送られる時間はタイミング回路230の生成す
るクロックから判断される。検出された輝度レベルは第2比較器1174bに送られる。
【００８３】
第2比較器1174bは、第2信号レベル検出回路1173bから送られた輝度レベルと、システムコ
ントローラ290(図1)から送られる側視画像用リファレンスレベルとを比較する。比較結果
は、第2調光器1177bに送られる。なお、側視画像用リファレンスレベルは可変である。
【００８４】
第2調光器1177bは一種の絞りであり、第2調光器1177bに送られた照明光の光量を低減させ
て側視側ライトガイド1302の入射端に入射させる。側視側ライトガイド1302の入射端に入
射させる照明光の光量はこの絞りの開度によって決まる。第2調光器1177bは、第2比較器1
174bから送られた比較結果から、この絞りの開度を決定する。この開度は、1フィールド
分の画像信号の輝度レベルと側視画像用リファレンスレベルとの差が少なくなるような開
度にフィードバック制御される。この結果、1フィールド分の画像信号の輝度レベルが略
一定となるように絞りの開度が設定される。
【００８５】
以上のような機構によって第2調光器1177bの絞りの開度が制御されることにより、第2撮
像エリア151b上で撮像された画像信号の輝度レベルは略一定に保たれる。言い換えると、
側視画像用リファレンスレベルを適宜変更することにより、側視画像の明るさを調整する
ことができる。
【００８６】
シャッタ制御回路1178は、切換スイッチ180の設定内容に応じて第1シャッタ158aおよび第
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2シャッタ158bを制御する。すなわち、切換スイッチ180(図１０)が「直視画像のみ表示」
に設定されている場合は、第1マスク158a(図2)は「開」に、また、第2マスク158bは「閉
」となり、直視用対物光学系110に入射した光束のみが受光面151上で結像するようになっ
ている。切換スイッチ180(図１０)が「側視画像のみ表示」に設定されている場合は、第1
マスク158a(図2)は「閉」に、また、第2マスク158bは「開」となり、側視用対物光学系12
0に入射した光束のみが受光面151上で結像するようになっている。また、切換スイッチ18
0(図１０)が「直視画像のみ表示」に設定されている場合は、第1マスク158a(図2)、第2マ
スク158b共に「開」となり、直視用対物光学系110に入射した光束と側視用対物光学系120
に入射した光束の両方が受光面151上で結像するようになっている。
【００８７】
以上のように、本実施形態においても、直視画像と側視画像の両方を撮像可能であり、か
つ、直視画像と側視画像の明るさを別箇に調整することができる。
【００８８】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、単一のライトガイドに照明光を入射させるのみである従
来型の光源装置に接続可能であり、直視画像と側視画像とを同時に観察可能かつ直視方向
と側視方向とで撮像画像の明るさを変えることが可能な側視鏡が実現される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第1の実施形態の本実施形態の側視鏡システムを模式的に示したもので
ある。
【図２】本発明の第1の実施形態のCCDユニットのブロック図である。
【図３】本発明の第1の実施形態のコネクタ部のブロック図である。
【図４】本発明の第1の実施形態において、切換スイッチが「直視画像のみ表示」に設定
されている場合の、垂直転送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示すタイム
チャートである。
【図５】本発明の第1の実施形態において、切換スイッチが「側視画像のみ表示」に設定
されている場合の、垂直転送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示すタイム
チャートである。
【図６】本発明の第1の実施形態において、切換スイッチが「直視画像と側視画像を表示
」に設定されている場合の、垂直転送パルスおよび水平転送パルスの入力タイミングを示
すタイムチャートである。
【図７】本実施形態のCCDユニット150のCCD受光面151における撮像状態を模式的に示す斜
視図である。
【図８】本実施形態のCCDユニット150のCCD受光面151における撮像状態を模式的に示す平
面図である。
【図９】図７および８のCCDユニット150から出力される画像信号に基づいて、メモリ260
の各領域の各プレーンに記憶される画像データを模式的に示す図である。
【図１０】本発明の第2の実施形態の本実施形態の側視鏡システムを模式的に示したもの
である。
【図１１】本発明の第2の実施形態のコネクタ部のブロック図である。
【符合の説明】
１００　　　側視鏡
１１０　　　直視用対物光学系
１２０　　　側視用対物光学系
１３０　　　ライトガイド
１４０　　　直角プリズム
１５０　　　CCDユニット
１５１　　　受光面
１５１ａ　　第1撮像エリア
１５１ｂ　　第２撮像エリア
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１５２ａ　　第１受光セル
１５２ｂ　　第２受光セル
１５４　　　水平CCD
１５４ａ　　第1HCCD
１５４ｂ　　第2HCCD
１５５ａ　　第1水平転送セル
１５５ｂ　　第2水平転送セル
１５６　　　電荷検出アンプ（FDA）
１５８ａ　　第1シャッタ手段
１５８ｂ　　第2シャッタ手段
１７０　　　コネクタ部
１７１　　　ドライバ回路
１７２　　　信号振り分け回路
１７３ａ　　第1信号レベル検出回路
１７３ｂ　　第2信号レベル検出回路
１７４ａ　　第1比較器
１７４ｂ　　第2比較器
１７５ａ　　第1パルス幅コントロール
１７５ｂ　　第2パルス幅コントロール
１７６　　　ROM
１８０　　　切換スイッチ
２００　　　電子内視鏡用プロセッサ
２２０　　　光源ユニット
２３０　　　タイミング回路
２５０　　　初段信号処理回路
２６０　　　メモリ
２７０　　　スキャンコンバータ
２８０　　　後段信号処理回路
２９０　　　システムコントローラ
３００　　　モニタ
５００　　　側視鏡システム
１１００　　側視鏡
１３００　　基端側ライトガイド
１３０１　　直視側ライトガイド
１３０２　　側視側ライトガイド
１１７０　　コネクタ部
１１７１　　ドライバ回路
１１７２　　信号振り分け回路
１１７３ａ　第1信号レベル検出回路
１１７３ｂ　第2信号レベル検出回路
１１７４ａ　第1比較器
１１７４ｂ　第2比較器
１１７５　　光学分配器
１１７６　　ROM
１１７７ａ　第1調光器
１１７７ｂ　第2調光器
１１７８　　シャッタ制御回路
１５００　　側視鏡システム
ＩＶ１　　　第１垂直パルス入力端子
ＩＶ２　　　第２垂直パルス入力端子
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